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株

仲

間

信
用
保
持
機
能

の

宮

本

又

ヨた

取
引
殊
に
遠
隔
地
と
の
取
引
に
は
大
な
る
信
用
が
必
要
で
あ
る
。
然
る
じ
徳
川
時
代
に
あ
っ
て
は
交
遇
、
運
輸
は
末
だ
不
便
で
あ
り
、
通
信
・
報
道

の
機
関
備
は
ら
子
、
荷
主
及
需
要
者
は
概
ね
集
散
地
市
場
の
景
況
に
遁
ぜ
玄
る
を
常
と
し
た
。
而
も
確
乎
た
る
制
定
商
法
の
あ
る
な
く
、
今
日
あ
る

が
知
き
興
信
所
そ
の
他
の
信
用
調
査
機
関
亦
存
し
な
か
っ
た
。
か
、
〉
る
時
に
あ
っ
て
荷
主
は
何
を
標
準
と
し
て
な
荷
じ
、
需
要
者
は
何
に
準
隷
し
一

仕
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ら
う
か
む
株
仲
閣
こ
そ
之
が
基
準
を
む
寸
一
色
の
で
め
っ
た
。
卸
も
酔
同
時
の
荷
主
・
需
要
者
は
、
間
展
・
仲
買
が
屑
せ
る
株

仲
間
JVL
借
用

t
芯
土
ー
と
い
よ
ハ
、
安
心
じ
て
し
之
と
取
引
「
る
こ
と
が
出
来
h

の
で
あ
る
む
叫
が
ら
立
何
故
に
株
仲
間
を
信
用
し
川
刊
に
力
。
場
れ
は
株
仲

間
ド
ト
信
用
保
持
め
機
能
が
め
り

t
m川
で
あ
る
ー
と
考
へ
ら
れ
品
川
、
本
一
楠
に
於
一
一
は

4
E
5
4
A
問
山
町
天
保
改
革
以
前
九
川
諸
林
仲
間
じ
同
時
閥
的
事
例

γ

求
め
、
そ
の
信
用
保
持
機
詑
の
内
容
を
究
明
し
た
い
と
思
ふ
。

一
、
結
合
輔
肺
に
基
〈
信
用
力

株
仲
間
結
合
の
精
神
が
、
宗
教
的
・
保
守
的
・
連
帯
的
三
精
神
に
あ
る
こ
と
を
私
は
曾
て
論
謹
し
た
c

株
仲
間
は
祭
樫
そ
の
他
の
催
し
物
に
閥
係
し
、
世
参
・
祭
紀
伊
}
行
び
、
一
耐
暗
・
神
巣
を
捧
げ
、
開
帳
や
動
化
に
参

興
す
る
こ
と
さ
へ
あ
り
、
時
に
は
金
銭
・
石
燈
寵
を
奉
納
し
、
世
殿
の
遺
品
目
昌
に
寄
進
す
る
乙
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ

等
の
諸
事
例
は
曾
て
私
の
多
〈
掲
示
せ
る
所
で
あ
る
が
、
蕊
に
は
京
口
江
戸
口
油
問
屋
に
闘
す
る
一
記
録
を
示
ぞ

，
「
ノ
。

『
人
皇
五
拾
代
桓
武
天
皇
御
時
延
暦
十
三
城
州
大
山
崎
吐
家
川
原
崎
と
申
者
胡
麻
油
絞
り
始
、

長
岡
御
所
ね

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

九
O
七
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林
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
四
十
巻

九
O
八

第
五
時
田

一

調
進
仕
候
、
依
之
山
崎
之
祉
に
於
而
共
頃
よ
り
年
々
三
月
十
日
代
々
紳
級
車
執
行
、
私
ど
も
仲
間
嘗
時
に
到
迄
参
詣
之

上
御
神
楽
献
上
仕
候
』
。
叉
株
仲
間
内
部
の
講
は
通
常
そ
の
信
仰
す
る
商
一
柳
・
一
隅
榊
の
御
名
を
名
乗
っ
て
ゐ
に
。
か

く
て
宗
教
的
精
神
が
株
仲
間
結
合
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
有
機
的
調
和
を
保
た
し
め
た
、
駈
引
・
掛
値
・
混
合
物
・
日
川

劣
h
ノ
・
欠
目
・
不
州
等
の
不
正
行
品
川
と
神
的
へ
の
信
仰
と
は
原
則
ー
し
て
両
立
し
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
い
信
仰
心
は
概
し
て
い
的
用
車
以
外
}
重
ph
や
る
念
肢
と
な
っ
て

mJAれ
た
で
あ
ら
う
と

a
d九
5
0

夏
に
株
仲
間
は
博
統
的
な
時
代
精
神
を
躍
羽
し
、
仕
求
り
を
隼
重
し
、
新
規
を
鎌
ひ
、
制
叫
べ
て
を
あ
る
が
ま
〉

に
固
定
せ
し
め
る
を
念
と
し
て
ゐ
た
。
従
っ
て
株
仲
間
に
は
形
式
的
・
儀
鵡
的
・
俸
統
的
従
っ
て
保
守
的
精
神
が

結
溢
し
て
ゐ
た
。
惇
統
、
こ
れ
に
は
会
理
的
根
擦
が
な
い
。
こ
れ
は
古
く
よ
り
の
仕
来
り
ぞ
絡
調
的
に
是
と
し
、

従
は
r
d

る
べ
か
ら
や
と
す
る
信
念
で
あ
一
る
。
株
仲
間
は
こ
の
停
統
の
保
一
品
に
立
て
議
句
、
不
掛
川
を
戒
め
、
糊
善
懲

惑
を
理
想
と
し
て
ゐ
だ
。
従
っ
て
封
外
的
に
仲
間
に
信
用
あ
る
地
位
伝
確
保
す
る
の
結
果
'
と
な
っ
た
こ
と
〉
考
へ

ら
れ
る
。

株
仲
間
に
は
連
帯
的
精
神
が
旺
盛
で
め
っ
た
。
株
仲
間
に
は
類
似
・
血
緯
・
地
緯
・
共
柴
・
共
有
等
の
紐
帯
が
堆
積

合
一
し
、
そ
の
交
叉
の
上
に
結
舎
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
。
同
職
な
り
と
云
ふ
意
識
・
仲
間
な
り
と
一
疋
ふ
意
識
は
た
だ

そ
れ
だ
け
で
粘
り
強
き
慣
性
的
な
愛
着
を
畳
え
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
夏
に
同
一
業
務
に
従
事
せ
る
た
め
に
そ

の
肉
瞳
的
・
精
神
的
属
性
も
相
類
似
す
る
に
至
る
。
の
み
な
ら
中
仕
事
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
略
々
利
害
h
n
二

致

せ
し
め
.
自
然
同
類
相
誘
は
し
め
る
。
之
に
加
ふ
る
に
い
づ
れ
の
株
仲
間
も
こ
の
同
類
意
識
や
-
緊
張
さ
す
べ
〈
努

「諸鑑札穀目J(潟本〉



0

0

0

0

0

D

O

り

0

0

0

力
す
る
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
『
仲
間
一
一
統
樺
儀
正
敷
如
水
魚
中
能
相
交
銘
々
家
業
大
切
に
致
し
』
だ
と
か
、
『
親
類
同

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

C

口

り

事
に
不
寄
何
事
に
睦
問
敷
相
親
み
可
申
候
事
一
だ
と
か
一
五
ふ
様
な
趣
旨
を
多
く
の
株
仲
間
は
標
梼
し
て
ゐ
た
。
即
ち

株
仲
間
は
相
互
聞
に
血
縁
関
係
を
偲
想
せ
ん
と
ず
ら
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
分
家
加
入
・
別
家
加
入
に
依
る
株
仲

間
内
部
に
於
け
る
本
家
・
分
家
・
別
家
の
並
立
・
依
存
闘
係
は
と
り
も
な
は
き
宇
血
縁
乃
至
は
準
血
縁
の
聞
係
に
外

な
ら
な
い
。
古
間
耐
幅
に
慶
弔
を
な
し
、
冠
婚
葬
暗
に
親
睦
振
り
を
一
不
し
、
火
災
に
は
馳
付
け
A
H
び
、
仲
間
毎
に

特
有
の
符
牒
・
一
言
語
・
書
風
・
慣
明
白
・
庖
揃
・
宥
板
・
服
装
を
有
し
て
ゐ
た
。
株
仲
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
街
匡
が
あ

り
、
各
員
は
通
常
そ
の
地
匝
に
開
楽
し
た
。
こ
れ
は
販
責
・
仕
入
上
の
便
宜
や
連
帯
扶
助
の
便
宜
等
種
々
の
理
由
に

に〉

l
)
手

〉

j

t

・

-
P

、E
E
L
-
f
L
P
J
J
J
)

1

2

f

し

v

d

f

w

J

'

株
仲
間
及
び
幕
府
・
町
事
行
・
滞
等
の
側
に
於
て
除
の
存
在
を
場
所
的
に
制
限
し
、

或
主

付
先
の
町
営
針
耐
熱
と
し
て
株
を
許
可
し
臥

τ地
直
的
特
化
を
必
然
な
ら
し
め
て
ゐ
だ
か
ら
で
も
あ
る
。
〔
詮
一
〕
か

〈
て
株
仲
間
は
地
縁
闇
瞳
又
は
隣
保
囲
瞳
と
し
て
の
性
質
を
も
多
分
に
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。
叉
株
仲
間
の
寄
合

に
は
概
し
て
宴
舎
が
附
帯
さ
れ
勝
で
あ
り
、
加
入
そ
の
他
事
め
る
毎
に
振
舞
が
行
は
れ
た
。
参
詣
・
参
拝
の
名
の

下
に
園
開
放
行
色
屡
々
行
は
れ
た
。
か
〉
る
共
同
の
享
融
取
は
除
仲
間
の
結
合
念
緊
密
に
し
た
。
株
仲
間
の
多
〈
は

曾
所
を
有
し
、
中
に
は
土
地
や
共
同
の
舶
舶
を
有
す
る
も
の
さ
へ
色
あ
っ
た
。
或
は
仲
間
有
銀
・
仲
間
積
銀
・
溜
り

銀
〔
詮
二
〕
等
と
稽
す
る
共
有
財
産
を
擁
し
、
且
つ
之
を
摘
一
時
に
仲
間
成
員
に
融
通
す
る
こ
と
に
し
て
ゐ
た
色
の
す

ら
あ
っ
た
。
上
速
の
如
き
類
似
・
血
縁
・
地
縁
・
共
楽
・
共
有
等
の
諸
紙
帯
の
堆
積
合
一
は
必
然
的
に
連
帯
性
を
醸
成

す
る
。
連
帯
佐
は
連
帯
保
誼
・
連
帯
扶
助
・
連
帯
負
憶
と
な
っ
て
具
韓
的
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
た
の
第
一
の
漣
帯
保
謹

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
四
十
雀
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株
仲
間
の
信
用
保
持
機
龍

第
五
競

第
四
十
巻

ブL

O 

匹1

は
仲
買
仲
間
が
問
屋
仲
間
に
劃
す
る
場
合
に
多
く
見
ら
れ
る
。
仲
買
仲
間
の
も
の
が
相
互
に
請
人
と
な
り
保
誼
し

ん
口
ひ
、
そ
の
役
員
の
奥
印
を
附
し
て
問
屋
仲
間
に
提
出
す
る
と
と
が
屡
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
-
一
の
連
帯
扶
助
D

O

 

に
就
き
で
は
、
多
く
の
株
仲
間
が
『
若
仲
間
人
数
之
内
身
上
不
如
意
に
相
成
候
者
有
之
候
共
相
残
者
共
よ
り
助
会

い
た
し
』
と
云
ふ
が
如
き
原
理
を
程
度
の
差
こ
そ
ふ
れ
大
な
句
小
な

h
示
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
一
助
勢
』
『
A
E
カ』

、、
川
市
三
の
連
帯
負
婚
に
枕
当
、
て
は
冥
加
金
に
ゲ

「助
A
巴
に
仲
間
が
一
来
ち
出
せ
る
例
式
決
し
て
砂
し
と
し
な
い
。
〔
註
コ
一
〕

足
れ
ば
よ
い
。

時
仲
間
は
成
る
立
味
に
於
一
し
一
の
机
税
一
一
軒
丸
岡
慌
の
如
3
4
D
の
で
及
川
J
fぃ

日
正
刻
金
は
μ
竹
間
営

間
と
し
て
識
せ
ら
れ
た
。
株
仲
間
は
冥
加
金
の
課
徴
単
位
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
休
株
に
就
き
て
も
亦
そ

の
分
携
額
を
支
捕
は
ね
ば
な
ら
子
、
分
携
伝
文
梯
は
一
さ
る
も
の
は
株
を
仲
間
に
取
上
げ
ら
れ
、
預
り
株
・
明
、
言
、
株

と
さ
れ
、
ぞ
の
分
の
冥
加
金
分
捲
額
は
そ
れ
だ
け
他
の
仲
間
員
に
割
増
に
も
り
か
け
ら
れ
、
或
は
仲
間
有
銀
を
以

て
支
耕
せ
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
以
て
株
仲
間
に
於
け
る
連
帯
負
携
の
程
度
調
き
を
察
す
司
べ
き
で
あ
る
。
疋
に

株
仲
間
は
『
無
代
納
物
』
『
無
賃
人
足
』
『
馳
付
』
を
課
せ
ら
れ
、
『
川
波
冥
加
金
r

一
を
徴
せ
ら
れ
、
或
は
橋
普
請
を
引
き

う
け
さ
せ
ら
れ
、
献
金
を
も
屡
々
命
ぜ
ら
れ
た
。
又
株
仲
間
は
年
頭
・
八
朔
の
御
鵡
に
出
頭
す
る
揚
会
話
役
人
等
に

御
積
金
・
祝
儀
銀
を
提
供
し
た
。
こ
れ
等
は
い
つ
れ
も
そ
の
株
仲
間
成
員
の
共
同
負
擦
に
臨
し
亡
。
そ
の
外
株
仲
間

は
一
統
に
て
枇
曾
救
梼
に
も
進
出
し
、
施
銭
・
施
米
・
施
甜
裁
を
な
し
、
洪
水
・
火
災
に
際
し
て
は
救
持
金
を
提
出
し
、

紳
一
枇
倒
閣
に
劃
し
で
も
株
仲
間
は
一
瞳
に
て
寄
準
・
寄
附
を
行
っ
た
。
こ
れ
等
が
仲
間
成
員
の
連
帯
負
携
に
障
し
↑
い

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
第
一
の
連
帯
保
謹
・
第
二
の
連
帯
扶
助
・
第
三
の
連
帯
負
携
は
株
仲
間
の
信
用
力
を
強
化

主l出~r林仲間の冥加金にワ ZτJ(r粧持論叢J第三十 'L :~岳 j第四披)5) 



ず
る
作
用
を
な
し
た
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
に
於
て
な
は
株
仲
間
の
有
す
る
宗
教
的
・
保
守
的
・
連
帯
的
三
精
神
を
簡
単
に
説
明
し
、
ぞ
の
各
々
に
於
て

信
用
力
を
強
h
u
る
素
因
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
兎
に
別
の
観
貼
よ
り
考
察
す
る
に
、
宗
教
的
・
保
守
的
・
連
帯
的

の
三
精
神
は
い
づ
れ
も
経
済
外
的
な
意
味
を
多
分
に
包
蔵
し
て
ゐ
た
。
殊
に
宗
教
的
精
神
の
内
零
を
な
す
信
仰
や

一
述
帯
的
精
神
彩
画
醸
す
る
所
の
類
似
・
血
縁
・
地
縁
・
共
柴
・
共
有
の
紐
帯
や
連
帯
保
誼
・
連
帯
扶
助
・
連
川
市
負
櫓
等
の

諸
行
局
局
は
翠
な
る
利
盆
を
度
外
視
し
て
遂
に
庚
き
範
闘
の
生
活
面
に
聯
闘
す
る
ち
の
で
あ
り
、
共
同
枇
舎
の
某
制

な
な
す
直
接
結
合
の
要
素
た
る
べ
ち
も
の
で
あ
つ
に
。
故
に
株
仲
間
亦
一
の
共
同
枇
舎
と
見
て
弟
文
へ
な
い
で
あ

Y
7
0
3
L
I
り
米
巾
a

司
主
h・

1
4

たは士
h

T

E

ヒh
息
，
士
-
一
う
ご
)
h
2
9
、

l

可

〈

d
l
t
r
l
Hド

(
F
t
占ノ

H
3
m
d
E
f
J
F
-
T
M
司川

T
R
k
l
d

人
馬
一
枇
曾
酔
淑
生
一
枇
合
同
日
い
閑
却
し
て
ゐ
h
川
口
一

フ巴
℃ 

n 

は
生
れ
い
で
た
る
枇
舎
に
め
ら
や
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
枇
舎
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
於
て
家
族
・
氏
族
の
如

き
共
同
祉
舎
と
同
一
説
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
株
仲
間
に
は
上
記
の
如
〈
基
礎
一
耽
舎
の
基
調
と
す
る
直
接
結
合
の

要
素
極
め
て
濃
厚
に
堆
積
せ
る
あ
り
、
以
て
共
同
世
命
日
或
は
間
接
直
接
枇
舎
と
栴
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
共
同
枇

命
日
或
は
間
接
直
接
枇
舎
は
単
に
利
益
を
得
ん
と
し
て
結
令
す
る
の
で
は
な
く
、
会
人
吸
耽
的
な
且
つ
犠
牲
的
な
性

質
を
有
す
る
る
の
で
あ
ふ
。
か
く
の
如
き
性
質
を
有
す
る
部
分
枇
舎
が
劃
外
的
に
絶
大
な
る
信
用
力
を
有
す
る
こ

と
は
敢
て
藷
に
多
言
を
要
せ
、
ざ
る
所
で
あ
る
。
か
〈
て
株
仲
間
の
信
用
力
は
嘗
然
に
力
強
く
毅
揮
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

〔詩-一一

株
の
許
可
に
は
野
人
的
関
係
よ
り
'B
寧
ろ
地
域
を
封
象
と
し
て
な
さ
れ
る
ニ
と
が
麗
々
ゐ
っ
た
。
而
し
て
株
仲
間
に
麗
す
る
者
が
他
町
に

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
詑

第
五
披

:Ji: 

第
四
十
巻

-Jt 
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梓
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
四
十
巻

九

第
五
披

-，-
/、

引
越
す
時
に
は
林
含
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
主
に
新
地
関
門
賞
・
産
設
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
色
の
で
、
殊
に
城
下
町
に
於
て
照
著
に
九
ら
れ

た
。
例
へ
ば
岡
山
に
於
げ
る
児
島
町
の
如
き
は
之
の
一
例
で
、
麹
商
業
は
こ
の
一
町
に
局
限
ぜ
ら
れ
、
『
他
町
ヘ
引
越
之
者
有
レ
之
候
は
三
札
収
上

候
間
早
速
可
指
向
事
』
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
(
か
、
る
例
は
小
野
均
者
「
近
世
城
下
町
の
研
究
」
三

O
O
頁
以
下
に
多
扱
事
げ
ら
れ
て
ゐ
る
0
」

〔
註
二
〕
加
入
費
及
び
仲
間
有
鋭
合
『
積
銀
』
と
せ
る
一
例
と
し
て
乾
物
商
の
文
政
元
年
戊
寅
丸
月
「
古
来
都
積
定
目
」
中
の
一
節
を
奉
げ
よ
う
寸
組
合

。。

加
入
之
出
銀
井
仲
間
有
銀
は
一
一
統
評
定
之
上
位
成
引
宛
を
取
相
預
託
可
申
事
、
尤
就
勝
手
退
身
被
致
候
節
は
右
積
銀
は
舵
分
不
致
候
事
』
o

叉
『
溜

。
。
。

h
ノ
銀
』
に
枕
吉
℃
は
『
仲
間
滑
h
銀
之
俄
を
貫
目
に
相
成
俄
上
は
、
一
統
相
談
之
上
仲
間
之
内
に
而
髄
成
方
へ
預
げ
謹
、
遺
々
銀
高
に
及
候
は
ぱ
班

合
家
賃
等
取
世
可
申
候
。
帥
官
は
間
余
之
利
足
に
相
廻
し
候
と
も
銀
拾
閣
目
に
付
宏
ヶ
年
に
凡
一
九
百
日
斗
L
別
鰍
杭
澗

b
・
年
銑
柑
重
れ
ノ
峡

1
:湖

以
仲
間
一
一
統
之
哨
出
品
に
相
成
供
事

h
t文
化
例
年
砂
州
柑
コ
一
帯
組
、
定
法
保
日
航
」
〈
部
村
正
一
}
一
郎
山
院
本
)

l
見
え

τ乙
品
。

〔
註
=
一
〕
紀
州
湯
浅
欝
油
層
の
結
べ
る
住
吉
講
の
記
絡
に
次
の
加
き
が
あ
る
。
こ
の
住
吉
議
は
公
認
の
株
仲
間
で
な
か
っ
た
犠
で
め
る
が
、
仲
間
の

行
ひ
し
ι

「
令
力
』
の
頴
著
な
る
代
表
的
一
事
例
と
し
て
詮
目
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
{
東
区
横
娘
一
丁
目
吹
同
庄
美
術
蔵
本
)

『
一
、
西
川
屋
左
兵
衛
殿
困
窮
に
付
外
方
へ
引
取
被
申
焼
付
助
勢
之
義
並
に
相
生
付
屋
源
兵
衛
殿
先
達
而
よ

h
退
却
難
泣
に
付
助
勢
之
義
備
前
屋
藤

助
殿
を
以

τ段
身
御
頼
被
成
候
故
惣
中
相
談
之
上

金
士
宜
雨
牽
歩
宛
右
御
雨
所
h
H
A
有
力
致
進
申
候
事
』

『
一
、
川
崎
屋
七
郎
兵
衛
先
達
家
出
被
致
候
而
老
母
一
人
難
溢
に
御
座
候
由
業
屋
儀
兵
衛
殿
被
仰
問
候
仲
間
加
入
無
間
右
之
仕
A
V
に
而
程
隔
殊
加
入

銀
差
戻
候
義
申
合
茂
承
知
之
事
に
候
得
共
難
溢
閥
捨
候
茂
如
何
に
被
本
相
談
之
上
従
此
方
沖
河
合
カ

会
一
一
-
歩
進
上
致
申
候
惣
仲
間
之
醸
徳
に
色
可
相
成
哉
右
取
弐
柴
儀
殿
へ
相
渡
候
事
』

二
、
濁
占
其
他
の
機
能
に
基
《
信
用
力

株
仲
間
に
は
濁
占
機
能
・
権
益
擁
護
機
能
・
調
整
機
能
が
あ
っ
た
c

こ
れ
は
既
に
私
の
説
明
せ
る
所
で
あ
る
。

濁
占
機
能
を
有
す
る
事
、

こ
れ
は
株
仲
間
に
絶
大
な
信
用
力
を
賦
興
せ
し
め
る
。
濁
占
的
地
位
は
仲
間
成
員
の

家
業
を
安
定
サ
し
め
亡
。
調
占
利
潤
の
享
受
は
仲
間
成
員
の
致
合
同
を
来
き
し
め
、
倒
産
の
憂
な
ど
は
あ
ら

F
ら
し



め
た
。
彼
等
に
は
幾
久
し
く
管
業
を
緯
績
し
得
る
可
能
性
が
極
め
て
強
か
っ
た
。
J

一
代
・
四
代
相
績
い
て
管
業
す

る
こ
と
は
寧
ろ
官
時
の
常
態
で
あ
っ
た
。
勿
論
相
績
以
外
の
加
入
卸
ち
分
家
加
入
・
別
家
加
入
・
株
買
入
加
入
や
増

株
に
よ
る
新
規
加
入
を
な
す
こ
と
も
屡
々
め
っ
た
が
、
と
の
内
増
株
は
種
々
の
理
由
か
ら
次
第
に
困
難
と
な
り
、

抹
を
相
劃
に
買
牧
す
る
か
、
明
き
株
・
休
株
・
質
流
れ
株
を
受
く
る
か
、
敦
れ
か
に
よ
っ
て
株
を
獲
得
す
る
を
要
す

る
に
百
十
一
っ
た
。
而
色
こ
の
場
合
に
も
多
額
の
購
入
料
・
或
は
仲
間
出
銀
叉
は
振
舞
料
と
栴
す
る
も
の
を
必
要
と
し
、

加
ふ
る
に
諸
方
面
に
疏
儀
を
奥
へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
叉
加
入
に
'
就
て
は
仲
間
寄
ム
口
が
山
厳
重
な
る
吟
味
を
な
し

た
。
さ
れ
ぽ
資
力
薄
弱
に
し
て
信
用
な
き
も
の
や
、
技
術
未
熟
の
も
の
は
‘
か
う
o
負
携
に
塔
ヘ
や
、
叉
吟
味
に
も
遁

3
2
ノ

tF
、
νr-一
、
)
、
，
、
，
，
、

必
lric
し
さ
r吋
r
l
d
z
カ
A
K

結
局
可
な
q
の
資
力
と
信
用
?
と
を
有
寸
る
も
の
〉
み
一
V
仲
潤
に
加
t
h
J
川
河
口
の
で
ゐ

る
。
こ
の
結
に
於
て
株
仲
間
構
成
者
は
概
し
て
信
用
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
つ
に
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

の
み
な
ら
争
、
株
仲
間
は
市
場
を
支
配
し
、
調
占
領
格
を
設
定
し
た
が
、
そ
れ
は
仲
間
一
統
に
一
様
な
る
色
の
で

み
の
り
、
且
つ
債
格
に
念
激
な
る
費
動
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
取
引
の
相
手
方
は
安
心
し
て
取
引
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

植
益
擁
護
機
能
が
あ
る
事
、
こ
れ
亦
濁
占
機
能
と
同
様
に
株
仲
間
に
大
な
る
信
用
カ
を
奥
へ
る
色
の
で
あ
る
。

仲
間
協
同
し
て
取
引
の
相
手
方
を
警
戒
し
、
更
に
そ
の
な
せ
る
前
貸
金
・
仕
入
金
等
の
融
資
を
確
保
せ
る
慎
重
な

る
叫
営
業
方
針
は
所
謂
『
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
』
式
の
色
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
一
層
そ
の
信
用
力
を
強
め
た
で
あ

ら
う
と
思
は
れ
る
。
叉
問
屋
仲
間
・
仲
買
仲
間
の
各
ミ
が
夫
々
専
門
と
す
る
所
を
設
定
し
、
互
に
そ
の
権
限
を
持

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
凶
十
巻

第
五
披

ブL
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株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
四
十
巻

ゴL

匹I

第
五
獄

ノL

し
て
、
他
を
犯
す
こ
と
を
『
引
が
に
り
』
と
栴
し
慎
ん
だ
こ
左
や
、
仲
間
内
部
の
部
・
課
た
る
講
・
組
に
於
て
特
有
の

仕
込
地
・
販
路
を
協
定
し
た
こ
と
等
は
、
そ
の
得
意
と
す
る
専
門
分
野
を
作
ら
し
か
弓
結
果
と
な
り
、
そ
の
専
門

と
す
る
業
務
に
限
り
活
躍
せ
し
め
た
か
ら
、
こ
の
勤
に
於
て
も
亦
信
用
カ
を
生
ぜ
し
め
凸
。

調
整
機
能
が
株
仲
間
に
信
用
力
を
附
加
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
多
言
ぞ
要
し
な
い
。
度
量
衡
の
一
定
や
そ
の
検

十
食
、
債
格
の
公
表
や
株
仲
間
を
通
じ
て
寸
る
官
高
の
債
格
統
制
.
運
途
上
に
於
げ
る
楠
留
巾
積
初
や
積
止
り
ゅ
商

明
Z
や
鞘
蛇
"
顧
問
主
c

等
の
一
致
桁
動
陥
共
同
潟
掛
川
商
品
検
査
、
仲
間
内
に
於
け
る
銀
相
場
・
銭
相
場
の
協
定
、

歩
引
・
歩
民
し
、

日
銭
率
そ
の
他
諸
掛
り
物
の
一
定
、
掛
け
期
間
の
一
定
、
建
・
格
附
け
、
帳
簿
の
協
定
等
一
切

の
協
定
は
、
安
心
と
信
用
と
を
取
引
上
に
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
度
量
衡
の
一
定
や
債
格
の
公
表
や
、
商
品

検
査
や
銀
・
銭
相
場
の
一
定
等
は
全
〈
信
用
維
持
を
嘗
面
の
目
的
と
す
る
協
調
行
動
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
差
文

へ
な
い
と
思
ふ
。

一
、
取
引
相
手
の
隼
重

以
上
に
於
て
株
仲
間
が
そ
の
結
令
の
根
本
精
神
の
上
か
ら
信
用
力
を
有
し
、
且
つ
猫
占
・
樺
益
擁
護
・
調
整
の

諸
機
能
に
墓
〈
信
用
力
を
有
す
る
こ
と
を
見
た
。
併
し
こ
れ
等
は
、
信
用
を
保
持
す
る
数
能
大
な
る
に
拘
ら
や
、

そ
の
本
来
的
目
的
は
寧
ろ
他
に
求
む
べ
き
で
あ
り
、
探
生
的
作
用
と
し
て
信
用
維
持
の
働
き
を
な
し
た
に
過
ぎ
な

ぃ
。
耐
も
株
仲
間
は
別
に
自
ら
積
極
的
に
信
用
を
確
保
す
る
た
め
に
諸
種
の
方
策
を
講
じ
て
ゐ
円
。
こ
れ
は
大
開

。拙稿「林仲間の機金擁護機能J(i摩根高商論叢」第 1-~':;!抗〉
3) 拙稿「林仲間の調整機能j(r経済奥研究」第十三巻第二被)



(
一
)
取
引
相
手
の
館
主
と
(
二
)
不
正
行
急
の
排
撃
と
の
二
方
策
に
大
別
す
る
こ
p

と
が
出
来
る
。

先
づ
前
者
、
取
引
相
手
の
館
市
一
の
側
よ
り
見
る
に
株
仲
間
ぽ
常
に
賀
意
と
誠
意
と
台
以
て
取
引
の
相
手
に
臨
む

べ
し
と
し
た
。
例
へ
ば
天
明
五
年
一
九
月
の
「
薪
問
屋
永
久
申
合
之
受
」
を
見
る
に
『
荷
主
仲
買
方
不
勝
手
之
儀
相
会

申
問
舗
事
』
と
あ
る
。
印
ち
之
を
問
屋
仲
間
に
就
き
て
云
へ
ば
、
荷
主
を
竹
7
4
m

一
し
、
他
国
仲
買
を
ち
大
切
に
せ
よ

と
申
合
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
天
明
七
年
十
二
月
の
「
鋪
寅
次
積
問
屋
仲
間
定
法
」
に
は
次
の
如
、
き
文
言
が
見
い
出

さ
れ
る
。

『
(
前
略
)
兎
角
銘
均
一
泊
可
慨
は
者
全
止
諸
事
愉
約
第
一
と
し
て
諸
万
綿
商
人
力
法
文
引
請
菱
岡
之
綿
取
寄
荷
造
之
瑚
綿
地
合
御
法
度
之
芯
め
h
は

C
0
3

円。
c
c
o
(一コ

o
c
o
c
o
c
o
o
o

。0
0
0
0
σ
ο
o
c
o
c
o
c
o
o
c
c
コ

勿
論
糸
筋
貫
目
等
大
切
に
向
身
見
吹
舶
税
可
取
計
銘
々
一
分
之
勝
手
ド
ト
不
迷
諸
万
商
人
力
排
利
能
を
第
一

k
心
得
、
百
性
方
御
上
納
差
主
無
之
様
、

o
c
o
c
c
〈

〈

〈

t
，

〈

む

じ

C
〈

C
C
C
C
C
J
J

巾
日
1
4

均
に
非
分
と
難
者
、
不
材
川
町
諸
事
正
直
じ
内
Y
h
h
H川
天
m
l
M
川
町
御
抗
い
い
永
久
削
減
一
応
む
し
此
骨
収
減
替
・
名
前
替
14
州
況
は
ん
咋
々
二
周
一
↓
曾
曲
川

に
て
讃
閥
候
は
ば
相
績
之
助
k
z
b
相
成
候
事
』

以
て
如
何
に
取
引
の
相
手
伝
隼
重
せ
ん
と
せ
し
か
を
察
す
べ
き
で
あ
る
。
寛
政
元
年
九
月
の
三
所
綿
市
問
屋
株

仲
間
作
法
書
に
は
『
諸
岡
夜
々
荷
主
衆
中
之
儀
は
家
業
之
元
立
之
慌
に
候
へ
ば
随
分
廉
未
無
之
様
寅
意
を
以
て
大

切
に
取
扱
可
致
候
事
』
と
荷
主
へ
の
誠
意
を
一
不
す
と
共
に
、
貰
先
に
卦
し
で
も
『
寅
先
得
意
諸
岡
客
方
4
4
中
之
儀

も
右
同
様
の
儀
に
候
へ
ば
随
分
致
大
切
に
珊
不
賓
無
之
様
可
致
取
扱
候
事
』
と
し
、
更
に
『
尤
右
衆
中
へ
責
附
候

綿
直
組
相
棒
荷
物
取
引
致
候
後
に
て
荷
物
振
り
替
り
、
又
は
悪
綿
等
入
交
り
候
様
の
儀
は
有
開
放
儀
に
候
へ

E
も

繁
多
之
節
に
は
取
蓮
杯
之
不
調
法
も
出
来
可
致
哉
に
候
問
右
樫
之
所
態
冷
心
を
附
念
度
入
念
珊
廉
抹
無
之
様
責
手

代
は
不
及
申
中
仕
之
者
共
へ
ち
態
々
申
聞
可
置
候
事
』
と
あ
る
υ

安
永
九
年
十
二
月
の
モ
綿
仕
入
積
問
屋
江
戸
組

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

第
間
十
品
世

九

第一
1
波

:JL 

「綿商奮記J(大阪商工曾議月庁本、潟水)
「綿商古事記J(農商務省木、大阪市役所築潟本)三ノ上
1) 
2) 



株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

兎

角九
御0 一
得。六
意。
方O 第
itno :h 
属。抗
手0 ー
宜o手
銘 υ

々
も
幾

第
四
十
容

仲
間
「
永
用
記
」
に
は

『
代
呂
物
直
段
之
儀
銘
々
相
働
無
廉
抹
可
致
出
精
候
、

久
家
産
致
相
績
候
様
相
働
可
申
義
第
一
に
侯
(
後
略
)
』
と
あ
り
、
『
御
客
方
御
出
坂
之
節
御
逗
留
中
振
舞
等
過
分
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

不
相
成
候
様
引
合
之
間
柄
相
互
に
賀
意
を
以
臆
此
/
日
可
申
事
」
ー
と
あ
り
、
叉
『
翁
替
金
排
日
之
儀
訂
銀
高
値
之
節
は

O

O

C

0

0

0

0

 

別
し
て
相
働
可
申
事
じ
候
得
共
手
取
不
同
有
之
候
而
者
御
客
方
気
請
悪
備
相
成
候
得
者
仲
間
引
A
口
せ
手
取
冥
敷
庶

段
に
相
働
唯
一
ι
下
し
不
同
無
之
様
可
致
事
』
止
め
ナ
一
ソ
。
克
に
天
保
七
年
十
月
の
「
和
製
砂
糖
問
山
原
俊
日
帳
L

に
は
「
閥

0

0

0

0

0

0

C

0

0

0

0

0

P

U

C

E

-

E

!

 

万
荷
主
活
府
関
根
一
川
之
識
に
制
都
て
μ
日
出
方
叫
酪
無
ヰ
杭
別
て
蹴
殿
等
不
首
之
義
不
相
成
正
路
の
取
斗
肝
要
に
候

口

り
事
』
と
見
え
て
ゐ
る
o

以
て
株
仲
間
が
相
協
定
し
、

取
引
相
手
を
寧
重
し
た
事
情
を
推
察
す
べ
き
で
あ
る
。

目
、
不
正
行
痛
の
排
撃

『
商
内
は
損
と
元
手
で
臓
が
建
ち
』
と
一
去
は
れ
る
通
り
、
奮
式
商
業
に
於
て
は
詐
欺
と
欺
捕
と
馳
け
引
士
の
要
素

が
多
か
っ
た
。
商
人
は
そ
の
巧
妙
な
る
競
舌
に
よ
り
客
を
誘
引
す
る
の
み
な
ら
守
、
或
は
手
取
仕
切
を
な
し
、
或

は
数
人
馴
れ
合
ひ
に
て
買
ひ
進
ま

F
る
風
を
な
し
、
投
貰
せ
し
め
て
買
ひ
取
る
等
の
好
策
を
事
と
す
る
も
の
が
勘

く
な
か
っ
た
。

か
冶
る
賑
引
よ
り
一
歩
を
進
め
桝
切
・
懸
目
減
・
目
触
の
如
き
、
離
尺
・
砂
入
れ
・
混
合
物
の
如
、
宮
、
、

銭
不
足
の
如
き
不
正
行
魚
を
な
し
、
更
に
掛
値
を
云
ひ
、
粗
製
品
・
模
造
品
佐
取
扱
ひ
、
或
は
代
金
不
挑
・
債
務
不

履
行
を
な
し
、
僅
か
な
る
手
金
を
以
て

E
額
の
商
口
聞
を
詐
取
し
.
或
は
支
排
に
際
し
て
値
引
か
し
め
一
、
甚
だ
し
き

は
身
鉢
限
り
な
り
と
て
不
排
を
な
し
、
拾
身
の
悪
行
を
以
て
利
得
せ
ん
と
す
る
者
す
ら
あ
る
有
様
で
あ
っ
た
o

き

「毛綿商嘗記J(モ綿商組令事務所本)
西道標期通三丁目後藤七左衛門戯木、一大‘阪市役所童書潟水
「明治大正大阪市克」第三巻三一一頁以干。拙稿「株仲m，の槌盆擁護機能J(彦
根高商論叢第十六披)。奮式商業の利潤形成に於て干正行然の占むる役割jを
多般のケースをァ蒐集分類す畠ことにより、他日在、(主"自立!~L 1いと思ってゐる。
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れ

E
h
r
〉
る
姦
手
陵
を
許
す
こ
と
は
信
用
を
失
墜
せ
し
め
、
離
舗
的
取
引
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
所
以
で
あ
っ
た

か
ら
、
株
仲
間
は
い
づ
れ
色
か
〉
る
不
正
・
不
貴
な
る
商
行
怨
を
協
同
し
て
相
戒
し
め
、
之
ぞ
排
撃
し
て
い
信
用
ぞ

ま

ぜ

6

3

維
持
ぜ
ん
と
努
め
た
。
印
ち
殆
ど
穂
ぺ
て
の
株
仲
間
は
商
口
聞
に
桝
切
・
懸
目
誠
・
目
散
な
き
様
、
混
合
物
を
せ
ぬ

様
に
と
戒
め
、
組
製
品
・
模
遺
品
を
取
締
h
i
不
正
・
不
良
の
商
品
の
取
扱
ひ
を
禁
じ
、
商
品
は
充
分
吟
味
す
ぺ

し
't
申
合
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
享
保
十
九
年
正
月
の
木
海
川
口
薪
問
屋
中
「
諸
事
相
定
之
目
録
」
に
は
「
一
、
新

梓l事相
成』場
.~.~と格
j，Jあ %U
fl~ るゴ)高
司王 ;1 O 値
l!~~ 1葉 lこ

13空軍
ti年間
の命H
j吃事
物
fl司
1宗

一「

:t~足

一
、
仕
切
銀
無
滞
相
渡
可
申
事
、

一
、
薪
掛
目
等
念
入
不
同
無
之
椋
に
可
掛
波

『
組
合
之
内
狼
h
，
成
員
物
段
候
仁
有
之
候
ば
ば
早
法
行
J

川口

下
水
九
年
十
一
一
月
日
毛
料
社

λ
和
問
一
年
紅
戸
組
仲
間
「
ホ
用
凱
」
に
は
『
岡

'zm貫
之
木

綿
無
幅
無
尺
物
侵
格
別
下
直
に
伎
共
貝
取
申
間
師
事
』
と
て
不
良
品
の
取
扱
を
禁
じ
て
ゐ
る
。
同
「
永
用
記
」
は
吏

不
賞
邪
曲
を
戒
め
て
ゐ
る
。

に
次
の
如
き
規
定
を
な
し
、

『
門
前
略
)
不
寛
成
儀
無
之
様
勿
論
邪
曲
之
筋
合
以
得
意
方
M
H

取
人
候
儀
是
又
榔
劣
未
練
心
外
之
事
に
候
間
念
度
柑
慌
可
申
其
外
組
合
妨
に
相
成
候

不
都
合
之
儀
相
噌
永
h

仲
間
深
切
に
致
順
熟
候
儀
可
矯
肝
要
事
門
コ

『
毛
綿
貫
方
之
儀
不
及
申
不
寄
何
に
正
道
に
し
て
仲
間
利
方
宜
鋪
儀
者
則
得
意
方
之
御
鴛
に
候
得
者
随
分
一
一
討
調
へ
銘
立
訊
山
談
之
上
本
人
井
文
則
人

印
形
致
急
度
柑
守
可
申
供
。
者
申
合
に
棺
背
侯
は
ぱ
、
其
諜
相
札
幌
土
調
不
増
之
仕
方
に
伎
は
ぱ
仲
間
不
取
j

り
之
趣
御
翻
奉
申
上
其
仁
仲
間
差
除

、
さ
可
申
候
。

h
m
論
其
筋
外
問
組
ね
棺
断
他
之
仲
間
ぬ
加
入
差
留
可
申
候
某
時
一
一
言
之
断
に
不
及
仲
間
遺
言
可
申
侯
肉
中

天
明
元
年
九
月
の
「
砂
糖
商
組
合
申
定
」
は
『
嘗
商
人
互
に
責
買
代
銀
免
滞
侯
は
ぱ
行
司
へ
申
出
行
司
よ

h
一一統

ね
廻
文
相
廻
し
滞
銀
課
け
立
相
棒
侯
迄
一
切
取
引
致
問
舗
事
』
と
し
、
代
銀
の
滞
り
を
戒
め
、
同
年
九
月
の
「
砂

株
仲
間
の
信
用
保
持
機
能

一

第
四
十
巻

ブL

-ヒ

第
五
披

大阪市役所筆潟本
「乾物商習記J(別名小野三郎右衛門?聖子訳、天神橋筋一了日大阪乾物商組令事
務所木、大阪市役所筆沼木)。5) I毛綿商議記J(北久太郎町一丁目毛祝日記組合事務所木、大阪市役所筆潟木)

2) 
3} 



株
仲
間
山
信
用
保
持
機
能

ゾL

ハ、

第
五
披

副
甲
山
十
巻

糖
向
差
上
申
一
札
」
は
『
手
代
召
泣
侠
者
主
家
之
代
呂
物
持
出
し
忍
に
商
ひ
殺
し
供
品
不
筋
之
円
山
と
乍
存
馴
会
見

込
依
も
の
有
之
候
は
ば
他
向
責
之
者
に
で
も
一
統
申
A
口
一
切
取
引
致
問
削
事
件
一
と
て
、
不
正
商
品
の
取
扱
ひ
を
禁

じ
て
ゐ
る
o

天
明
四
年
八
月
の
「
安
永
迫
九
番
定
法
艇
」
(
鱈
魚
節
眉
)
は
『
目
次
治
代
呂
物
致
細
吟
相
互
に
出
精
凶
段

下
山
に
差
下
し
可
申
事
』
と
定
め
、
立
政
元
年
九
月
の
「
コ
一
所
綿
市
川
岸
株
仲
間
作
法
書
」
は
一
出
方
不
正
成
る
・
賀

仙
制
繰
綿
之
荷
物
と
も
買
買
之
依
は
不
及
中
.
預
り
荷
。
舟
替
貸
等
決
て
叫
比
四
川
抜
快
事
、
井
に
時
々
桐
庖
よ
り
格
別

'F
〉
己
!
ヘ
ノ
、

t
t
p
A川
》
じ

下
直
之
代
円
物
は
出
別
総
と
州
制
仲
間
川
一
一
説
相
談
の

t
費
一
司
可
批
以
川
性
一
帯
、
一

J
J
J
J
」
、
三
A

拘

h

】

1
J
川

v
λ

ー
レ
寸
〆
討
つ

u
u
y
c
Z
J
J
F
，H
十し

回
避
し
、

格
別
に
下
直
な
る
商
品
は
検
討
す
べ
し
'
と
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
諸
例
は
、

株
仲
間
が
如
何
に
不
正
行
活

を
排
撃
し
、

伝
用
維
持
に
努
め
た
か
を
物
語
る
色
の
で
あ
る
。

む

す

lび

以
上
を
要
約
せ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

一
、
株
仲
間
に

d
宗
教
的
・
保
守
的
・
述
帯
的
精
神
r

寸
の
つ
亡
。
こ
の
三
精
神
白
樺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
信
用
力
ぞ

議
揮
す
る
要
素
が
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
宇
こ
の
三
精
神
は
極
構
外
的
な
意
味
お
ら
多
分
に
包
戒
し
て
ゐ
↑
ん
か
ら
、
従

っ
て
株
仲
間
に
は
共
同
枇
合
的
な
性
質
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

共
同
枇
舎
は
単
な
る
利
益
よ
り
も
逼
に
度
き
範
同
の

生
活
両
に
聯
関
す
る
る
の
で
あ
り
、
犠
牲
的
な
結
び
つ
き
で
あ
る
。
故
に
株
仲
間
に
は
絶
大
な
信
用
力
が
め
っ
た

L
」
考
へ
ら
れ
る
。

農商務省「本、ん阪市役所筆潟水
I一統商寄託J(農商務省本、大阪市役所筆見本〉二ニーノーヒ

6) 
7) 



二
、
株
仲
間
の
有
す
る
濁
市
機
能
・
棋
盆
擁
護
機
能
・
制
整
機
能
は
い
づ
れ
も
株
仲
間
の
信
用
カ
を
裏
づ
け
る

涙
生
的
作
用
を
な
し
た
。

一
-
一
、
株
仲
間
は
通
常
取
引
の
相
手
を
竹
京
し
、
賀
意
と
誠
意
と
を
以
て
取
引
の
相
手
に
劃
態
せ
ん
と
中
合
せ
て

ゐ
た
o

か
h

る
協
定
が
大
な
る
信
用
力
を
株
仲
間
に
賦
興
せ
し
こ
と
は
自
明
の
却
で
め
る
。

回
、
株
仲
間
は
替
業
上
な
さ
る
こ
と
あ
る
べ
き
不
正
・
不
賞
な
る
尚
行
魚
を
協
同
し
て
相
戒
め
、
之
を
排
撃
し

て
伝
用
を
保
持
せ
ん
と
努
力
す
る
所
が
あ
っ
た
り

株
仲
間
の
信
用
保
付
機
能
は
右
の
四
輸
に
於
て
そ
の
内
容
を
珂
命
日
し
得
ら
れ
る
。

川弘

h
乃
J

叶
斗
晶
判
官

P-
重
F
円
j
一

L
L
H易

t
)
H
Z
ノ

7
、

I
J
-
J
K
I
t
-
d
q
d
F
I
J
(
z
q

ノ

fdlw-
」
i
J
π
i
'
A
M
n
r
乞

u
F
J
3
1
、.

J

A

・L
・3

、

一
ぺ
品
目
・
刀

;
J
-
I
L
i
-
-
:
i
:
l
:
:
;
 

た
か
の
立
川
吸
い
箭
寸
ペ

E
影
抽
割
引
λ

じ
治
吐
い
を
相
判

間
の
効
果
又
は
効
能
と
私
は
栴
す
る
。
他
日
稿
を
改
め
て
私
は
乙
れ
ぞ
ま
づ
株
仲
間
に
中
心
を
置
き
株
仲
間
そ
れ

次
い
で
生
産
・
消
費
の
二
両
よ
り
考
察
し
、
一
見
に
之
伝
統

自
身
及
び
こ
れ
に
到
抗
す
る
も
の
h

立
場
よ
り
考
究
し
、

制
す
る
樺
力
者
の
立
場
よ
り
見
、
職
分
階
級
の
各
と
よ
り
も
研
究
し
、
最
後
に
枇
倉
純
稗
の
立
場
よ
り
判
定
し
た

い
と
川
ゆ
っ
て
ゐ
る
。

株
仲
間

ρ
信
用
保
持
機
能

第
凶
十
砕
官
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